植物を選ぶ
　丈夫な多年草をメインに植えれば、一年草を多用した庭に比べ、庭の手入れが、格段に楽になります。一年草のように、毎年植え替える必要も無く、また、自然な趣の庭にする事ができます。
　まず、植物のプロフィールを購入時に確認します。日向を好む植物か、日陰を好む植物か、乾燥した環境は大丈夫かなどを、確認します。分からないときは、店の人に聞くと良いでしょう。また、原産地から、その植物の好む環境を想像する事もできます。例えば、南アフリカ原産の植物であれば、乾燥や強い日差しのある場所でも植えられることが予想できます。
　多くの植物が、元気でいられる場所は、午前から、正午まで日が当たり、雨が当たる場所です。日陰だったり、西日が当たる場所は、植物を慎重に選びます。日陰に日向を好む植物を植えたら、だんだん節が間延びしてきたり、葉っぱがひょろひょろにのびてきて黄色くなって、数ヶ月のうちに枯れてしまいます。日陰を好む植物を西日のあたる場所に植えたら、数日のうちに、ひからびて枯れてしまいます。逆に、植物にあった、場所をみつけてあげれば、毎年同じ場所で咲き続けるだけでなく、だんだん増えて行きます。
土について
　土にも、植物が元気に生長できる土があります。ふわふわな土に植えられた植物は、のびのびと、栄養や水分を、吸収する根を伸ばす事ができます。水はけの良い土は、根が、腐ってしまう事を防ぎます。新しく造成された住宅の庭は固くプレスされているので、土作りから始めなければなりません。ホームセンターや園芸店で、堆肥や腐葉土を購入し、よく土にすき込みます。その際、油かす等、有機肥料も入れておくとよいでしょう。
植え付け
　植物の植え付けの適期は、関東なら、春三月から四月、秋十月から十一月にするのが、失敗が少ない時期といえます。いずれも、暑すぎたり、また、霜が降るほど寒い時期はさけます。
　庭をデザインするには、落葉樹を取り入れる事をお薦めします。落葉樹の下には、クリスマスローズや、すみれ、ムスカリ、花ニラなど、早春を彩る、多年草や、球根を植えます。クリスマスローズは、夏の日差しは、嫌いますが、冬の柔らかな日差しは、好きな植物です。
　また早咲きの球根たちは、落葉樹の葉が茂る前に、成長し花を咲かせ、他の植物の葉が、茂ってきた頃には、葉が枯れます。球根の植物は、葉が枯れる時、葉の栄養分のすべてを球根に戻すので、黄色くなった葉は、見苦しいからと、切り取らないで、自然に取れるようになるまで、そっとしておきます。球根の肥料は、花が咲き終わったら即効性の物を与えます。　
